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 図 3 東京国立博物館 執金剛神立像 模造 










































5 執金剛神像は秘仏であるため、年に一度の御開帳の12月 16日以外は拝観を許されない。 
6 第１章１‒３に、国宝修理解説書と図面を記す。 
7 東京藝術大学美術学部教授、松田誠一郎氏の指示のもと、写真家の三好和義氏が撮影を行った。 


















































































































                                         
10 通称 『日本霊異記』と称される。薬師寺の僧景戒著。上、中、下の全3巻。序と本文の記述から、弘






























































23 当時、博物館所蔵の美術品は少ないうえ、本物の美術品の購入には膨大な資金が必要であった。  
24 なぜ、竹内久一が模刻事業を担当したのかは明らかではないが、竹内は明治13年（1880）に開催さ 
れた観古美術会の古美術展に出展された仏像に感銘を受け、象牙彫刻家から木彫家に転身するべく、 













































28 前掲注 20書。 
29 籔内佐斗司・松田誠一郎・中井泉・阿部善也・仲裕次郎・山田修「東大寺法華堂執金剛神立像 彩色の











































 図 4 執金剛神立像の修理前写真 









































 図 5 執金剛神立像の修理後写真 










 執金剛神像は、明治 34年(1900)12 月から 1年 4ヶ月程をかけて、美術院によって大掛
かりな修理が行われたことが知られる。以下にその詳細を記す（図 4、5 参照）。 
 
「修理年月日 明治 34 年 12 月 13 日～明治 36 年 3月 30日 
総経費 737 円 45 銭31 
〔修理設計書〕 











「名  称 ：塑造 執金剛神立像 
安置場所 ：東大寺法華堂 
制作年代 ：奈良時代 
文化財指定：国宝 昭和 26 年（1951）3月 31 日指定 
 
【法量】（単位 cm） 
総高   ：187.8   像高：172.2(右脚内側踵部で算出)   頂‒顎：37.9 
髪際‒顎：20.6    面奥：22.4     面張：17.0        耳張：22.0 
肩張  ：47.8    胸張：37.4     胸奥：28.6        腹張：26.0 
腹奥  ：23.1    冑裾張：54.9   垂下天衣張：80.6  沓先開：48.5 
岩座厚 ：8.8     岩張：77.8     岩奥：66.6 
框高  ：7.2     框張：81.8     框奥：84.5     持物全長：78.8 

































































  本坊経蔵整理中発見されたもので「明治 24年 7月、執金剛神ならびに月光仏像破損
品納入」と箱書された杉箱に収められていた。その主なものは、 
1． 塑造指先断片 1個（3,5×２×１cm） 
2． 銅芯	 	 	 	 	 	 	 	 	 1 本（長 20,5cm×3mm角） 
3． 岩表層断面 	 1 括 その 1（8×5×2cm）その 2（4,5×2,5×2,7cm） 
その 3（7,7×6,9×2cm）その4（11×9,9×4cm）その 5（6×5,5×2cm）その他 1括 
4． 天衣など残欠 1 括 
5． 耳朶部残欠（取付板に月光仏耳先と墨書）（長 5,8幅 2,7-一部塑土付着）などであった
が、そのうち 



























a.  天衣左腰より垂下部は腰付根鉄芯挿入部損傷し、脱落する。 
b.  右脛背面、上下 2箇所の塑土剥落し、鉄釘又は鉄芯を露わす。 
c.  鰭袖縁、甲の裾下縁など、所々磨損及び塑土剥落が認められた。 










































































































































































































図 6-7 本体修理図 
 赤斜線 ‒修理箇所 
 青斜線 ‒新補箇所 
図 6-8 八角框構造図 
（拡大図を 40頁にも記載） 





















































































                                         













































図 7-2 広目天立像 想定心木構造図 
昭和 27年（1952） 







































































































































































図 10-1 持国天立像 図 10-2 増長天立像 
図 10-3 広目天立像 図 10-4 多聞天立像 









































図 11-1 持国天立像 
図 11-3 広目天立像 図 11-4 多聞天立像 
図 11-2 増長天立像 





















































































図 13-1 改変前の心木模型 
両脚が框の枘穴に貫通する 


















































































図 15-1 執金剛神立像（正面） 図 15-2 執金剛神立像（背面） 











































































































































































① 一辺が 72mm、長さ34.2 ㎝の角柱を８つ用意し、両端を八角形の内角135度の半分
である 67.5 度を目指して斜めに落とす54（図 17）。 
② 枠の内面上部を欠いて、天板が乗るようにする（図 18）。 
③ 枠同士を枘で繋ぎ、天板を乗せる切り欠いた上面と底面から、鎹で挟み込むように固
定する（図 19）。 




























                                         
54 図面には八角枠の接合する構造が描かれるが、共木か別材か判断できない。本研究では別材で制作を行
った。 
図 17 八角枠の製材 図 18 枠の内面上部を欠く 



















































































図 22 吊金具の図面 図 23 下穴を開け吊金具を打ち込む 
図 24 東大寺法華堂旧在 伝月光菩薩立像 図 25 法隆寺大宝蔵院 吉祥天立像 








































 図 27 ３Dデータの図面に透明のフィルムを重ね心木構造の検討を行う 














































図 29-1 広目天立像側面 
赤線：心木の輪郭線 





















                                         
59 前掲注 43書。 











































図 31-1 広目天立像 修理前写真 図 31-2 多聞天立像 修理前写真 
 
































































































図 35-１ 両脚部改変後（現状）の 
執金剛神立像（正面） 










































図 35-３ 両脚部改変後（現状）の 
執金剛神立像（右側面） 
図 35-４ 両脚部改変前の 
執金剛神立像（右側面） 
 
図 35-５ 両脚部改変後（現状）の 
執金剛神立像（左側面） 











































図 36-３ 多聞天立像 図 36-４ 広目天立像 
 















































図 37-１   
緑線：両脚を繋いだ直線 
青線：両肩を繋いだ直線  







































図 38-1 執金剛神像の透過X線画像（上半身） 











































図 39-1 上半身を捻るための三角柱の襠材 図 39-2 襠材を挟むことで 
上半身が捻られる 








































                                         
69 透過 X線画像によれば、2本の釘は後方から同一垂線状に上下で打ち込まれるが、上方の釘は左斜め方
向に、下方の釘は右斜め方向に打たれているようにみえる。 










































図 41 肩木に打たれ先端を 
直角に折り曲げた2本の釘 
図 42 肩木を相欠き状に切り離す  

















































































                                         
70 奈良時代において縦挽き用の鋸はないので、木材の横の加工は鋸挽き、縦の加工は割り離しとなる。 
図 44 制作の初期段階と想定される 
心木の姿勢 







































                                         
71 美術院修復技師 小林雄一氏のご教示による。 
 
図 46 八角框座天板の水準で 
両脚を切り離す 
図 47 枘穴に残った両脚の先を取り除き 
框に支柱を立てる 
図 48 八角框座天板裏より貫通する両支柱の 
後端を直線上に加工しそこに横桟を添わせる 
 










































図 50 支柱と両脚の接合面を整え 
表側を丸く整える 
図 51 支柱と脚を釘で固定し 
補強で藁縄を巻きつける 









































図 53 改変後の心木 
（縄で固定していない状態） 






























































































































































































































































































                                         
87 中土による塑形が完了した頃に、男性二人で持ち上がるのか試みたところ、可能であった。しかし、遊
脚側に対して支脚側は倍に近い重量を実感した。 
図 58 心木の削り込み 




図 59-２ 執金剛神立像の股の奥行きは 
太股の張から最深部まで約８cmほど 









































図 61-１  持国天立像 
 
図 61-2  増長天立像 
 
図 61-3  広目天立像 
 
図 61-4  多聞天立像 
 














































図 63 東大寺法華堂旧在弁才天の 
肩に用いられていた嵩増しの木材 
 


























































































































































































































図 68-1 表甲（腰部）下端や 
下甲下縁は金属芯が確認できない 
図 67 刃物を用いた彫刻 








































                                         
88 栄原永遠男・佐藤信・吉川真司『東大寺の新研究1 東大寺の美術と考古』法藏館、2016年 
89 山崎一雄『古文化財の化学』思文閣出版 1987年 
図 68 試作したガラス玉  









































図 70 目の位置を仕上げ土で検討する 
図 71 黒目を刳りぬく 








































あり、塔本釈迦八相像の制作年代もあまり下らない頃と見られ（相賀徹夫『名宝日本の美術 第 6巻 
薬師寺』小学館、1983年）、この時の工房はのちに造東大寺司に繋がっていくとの指摘もある。 
92 信太司『天平塑像の心木構造の研究‒新薬師寺十二神将‒』2000年 









































図 74 現代の水粘土における 
塑像の心木構造例（執金剛神像模刻） 
図 77 戒壇堂 広目天立像の両脚部 
X線透過写真（2002年） 
図 76 執金剛神立像の両脚部 
X線透過写真（2006年） 











































図 79  観世音寺（福岡） 天王像断片 奈良時代（8世紀中葉） 

























































































































































































































































                                         




















































 図 83-1  中土による塑形（左より正面、背面） 












































図 85 塑土の掻き出し 









































図 87-1 東大寺法華堂 
 金剛力士立像（阿形） 
 
図88-1 東大寺法華堂  
不空羂索観音立像 
 













































図 90-1 麻布の土台（左より正面、背面） 



























































































































                                         
108 白澤陽治「奈良時代木心乾漆像における心木構造の計画性について-東京国立博物館日光菩薩像及び東
京藝術大学月光菩薩像の模刻研究を通して-」2013年。 
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